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免疫療法って何？
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私たちの体は、免疫によって、
発生したがん細胞を排除しています
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免疫が弱かったり、
がん細胞が免疫にブレーキをかけたりすることにより、
私たちの体ががん細胞を異物として
排除しきれないことがあります
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免疫療法は、
免疫本来の力を回復させてがんを治療する方法です
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肺癌の免疫療法は、2種類あります

①自由診療で行われる免疫療法

②保険診療で行われる免疫療法

リンパ球療法、NK細胞療法、等々・・・・・

効果が科学的に証明されていないものが多い

慎重な確認が必要

免疫チェックポイント阻害剤
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がん細胞が免疫から逃れようと免疫細胞（T細胞）
にかけたブレーキを解除して、体内にもともとある
免疫細胞を活用する方法です。

免疫チェックポイント阻害剤とは？
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免疫チェックポイント阻害剤
にはどのような薬がありますか？

① ニボルマブ(オプジーボ)

② ペンブロリズマブ（キートルーダ）

単剤で、２~３週間ごとに点滴
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どのような患者さんが
免疫チェックポイント阻害剤を使用できますか？

① 進行した非小細胞肺癌(腺癌、扁平上皮がんなど)

② 初回治療で使用できる場合(キートルーダのみ)
⇐がん細胞のPD-L1の発現が高い(50% 以上)

③ 2次治療以降で使用する場合(オプジーボ、キートルーダ)
⇐PD-L1の発現を参考にする

③ 副作用に耐えられる患者さん
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強陽性 ≥ 50％中等度陽性 1~49 ％弱陽性 1％

がん細胞のPD-L1を免疫染色で検査する
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⇒元気にできるだけ長生きする

がんをできるだけ小さくし、長期間、押さえ込む。

20~45％の患者さんに縮小効果がある。
５年以上の長期生存も期待できる。

何のために治療を行うのか？

どの程度の効果があるのか？
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ホルモン分泌障害
副腎不全
糖尿病

皮膚炎

腎炎

筋炎
神経炎

肝障害

下痢

甲状腺機能
低下症

間質性肺炎

免疫ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ阻害剤による免疫関連の副作用

発現頻度：3～5%

活性化されたリンパ球が正常な臓器を攻撃することがある
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免疫チェックポイント阻害剤の治療をうけるに
あたり医師に何を聞けばよいか？

üどのくらの効果が期待できる治療か？

üどんな副作用がありえるか？

ü他にはどのような治療があるか？

ü副作用かも？と思った場合の対応方法
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